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談話室

　

今
年
度
で
大
学
の
定
年
を
迎
え
る
。
大
学
院
生
時
代
を
含
め
て
45
年
以
上
も
祭
り
や
神
事
芸
能
、
神
社
、
民
俗
行
事
、
風
土
の
調
査
研
究

に
従
事
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
私
の
担
当
演
習
の
テ
ー
マ
と
調
査
が
あ
っ
た
。

　

近
年
、
演
習
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
が
残
し
た
書
簡
を
読
む
と
い
う
こ
と
を
し
て
き
た（

１
）。

　

長
崎
県
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
群
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
と
の
長
崎
県
の
構
想
（
一
度
申
請
を
退
け
ら
れ
た
）
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
の
は
、
書
簡
の
記
述
を
追
っ
て
、
現
地
調
査
に
入
っ
て
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

現
在
で
も
、
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン（

２
）の
信
仰
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
住
人
た
ち
が
平
戸
市
生
月
島
（
い
き
つ
き
し
ま
）
に
は
居
住
し
て
い
る
。
私
も
お
祭

り
を
何
度
か
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
本
学
の
共
同
研
究
「
共
存
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
先
生
た
ち
に
も
、
宗
教
の
共
存
の
形
を
見
て
い
た
だ
く
た
め

に
生
月
島
へ
ご
案
内
し
た
。
そ
の
折
に
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
聖
地
、
中
の
江
島
（
サ
ン
ジ
ュ
ア
ン
様
、
三
体
様
と
も
呼
ば
れ
る
。
正
月
聖
水
を
汲
む
島
）

に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
を
継
承
し
て
い
る
家
筋
の
船
主
さ
ん
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
だ
世
界
遺
産
登
録
の
な
る

遥
か
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。そ
こ
で
褌
姿
の
殉
教
者
の
石
像
三
体
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
を
見
た（
現
在
は
、特
別
な
許
可
が
無
い
限
り
渡
島
は
で
き
な
い
）。

　

私
は
こ
の
調
査
研
究
の
テ
ー
マ
を
「
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
み
る
人
神
信
仰（

３
）」

と
定
め
た
。
人
を
神
と
崇
め
る
こ
と
な
ど
、
お
よ
そ
キ
リ

ス
ト
教
に
と
っ
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
月
島
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
お
祭
り
で
は
、
殉
教
者
を
神
と
し
て
祀
っ
て
い
た
。

　

生
月
の
オ
ラ
シ
ョ
（O

ratio

ラ
テ
ン
語
で
祈
祷
文
の
意
）
に
は
「
神
寄
せ
」
が
あ
る
が
、
長
崎
や
五
島
地
方
に
は
見
ら
れ
な
い
。
生
月
で
は
オ

ラ
シ
ョ
を
唱
え
は
じ
め
る
前
に
、
多
い
も
の
で
五
十
体
あ
ま
り
の
神
々
を
呼
び
寄
せ
る
。「
こ
の
神
様
を
寄
せ
る
と
い
う
感
覚
は
、
神
道
的
様
式

の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
神
寄
せ
が
す
む
と
『
申
し
上
げ
（
申
し
立
て
）』
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
行
な
う
行
事
の

目
的
、願
い
事
を
あ
ら
か
じ
め
神
様
に
申
し
上
げ
る
の
で
あ
る（

４
）」と

い
う
形
は
、紛
れ
も
な
く
中
世
起
源
の
霜
月
神
楽
の
神
下
ろ
し
の
定
型
で
あ
る
。

消
え
な
い
思
い
出
─
生
月
島
と
三
体
様

茂
木
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ま
た
、
儀
礼
の
全
体
構
造
に
つ
い
て
は
「
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
行
事
の
基
本
形
は
、（
１
）神
様
に
お
供
物
を
お
供
え
し
て
オ
ラ
シ
ョ
を
上
げ
る
、（
２
）

神
様
か
ら
の
お
下
が
り
を
受
け
直
会
の
神
人
共
食
を
行
う
、（
３
）宴
会
に
移
っ
て
信
徒
間
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
、
と
い
う
三
部
形
式
よ
り
な
っ

て
い
る
。神
道
行
事
の
構
造
と
全
く
同
一
で
あ
る（

５
）」と
い
う
よ
う
に
全
体
構
造
も
ま
た
、神
道
の
祭
祀
に
極
め
て
類
似
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

生
月
島
の
人
た
ち
は
明
治
以
降
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
転
宗
の
誘
い
を
断
っ
て
、
独
自
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
伝
統
を
守
り
、
信
仰

体
系
を
維
持
し
て
き
た
。
そ
れ
が
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
文
化
と
日
本
の
民
俗
信
仰
の
融
合
し
た
日
本
化
の
形
な
の
で
あ
っ
た
。

　

教
会
群
を
諦
め
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
を
前
面
に
出
し
て
、
再
度
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
登
録
申
請
を
し
直
し
た
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
で
、
世
界
遺
産
登
録
が
決
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
か
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
仰
が
生
き
る
生
月
島
の
名
が
無
か
っ
た
。「
現
代
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
存
在
は
、
あ
た

か
も
意
図
的
に
『
消
さ
れ
た
』
か
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ（

６
）」
と
は
、
生
月
島
の
人
々
を
取
材
し
た
広
野
真
嗣
氏
の
言
葉
で
あ
る
。

　

日
本
化
し
た
独
自
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
は
不
都
合
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
生
月
島
の
沖
合
に
あ
る
中
の
江
島
（
三
体
様
）
は
関

連
遺
産
と
な
っ
た
。

　

三
体
様
の
石
像
の
表
情
と
姿
が
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。

註（１
） 『
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
通
信
』
上
・
下
２
巻
（
雄
松
堂
書
店
、
１
９
６
８
年
刊
）、『
イ
エ
ズ
ス
会
士
日
本
年
報
』
上
・
下
２
巻
（
雄
松
堂
書
店
、
１
９
６
９
年
刊
）、

『
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
全
書
簡
』
全
４
巻
（
東
洋
文
庫
581
、
平
凡
社
、
１
９
９
４
年
刊
）

（
２
） 

カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
表
記
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
下
記
、
長
崎
県
教
育
委
員
会
の
報
告
書
の
表
記
に
従
っ
た
。

（
３
） 

拙
稿
「
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
み
る
人
神
信
仰
」『
人
神
信
仰
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
』
松
崎
憲
三
編
、
岩
田
書
院
、
２
０
１
４
年
刊

（
４
） 『
長
崎
県
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
─
長
崎
県
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
習
俗
調
査
事
業
報
告
書
─
』、（
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
153
集
）
長
崎
県
教
育
委
員
会
、

１
９
９
９
年
刊
、
９
頁
）

（
５
） 

註
４
に
同
じ

（
６
） 

広
野
真
嗣
『
消
さ
れ
た
信
仰
「
最
後
の
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
─
長
崎
・
生
月
島
の
人
々
』
小
学
館　

２
０
１
８
年
刊

 
（
日
本
民
俗
学
・
民
俗
芸
能
学
・
祭
祀
研
究
・
社
叢
学
）


